
計画の区分： 研究科の専攻の設置又は課程の変更

一橋大学大学院　経済学研究科　総合経済学専攻

[平成３０年度設置］

注１

注２

【事前伺い】設置に係る設置計画履行状況報告書

国立大学法人一橋大学
令和２年５月１日現在     

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学の設置の場合：「○○大学」

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

３　大学番号の欄については、調査対象大学等に対して別途発出する、事務連絡「令和２年度の履行状況

報告書の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

大学番号：０００
注３

大学番号：０３２
注３

事前伺い
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ タデヌマ　コウイチ ）

蓼沼　宏一

（平成２６年１２月）

（ オカムロ　ヒロユキ ） （ オカダ　ヨウスケ ）

岡室　博之 岡田 羊祐

（平成２９年４月） （平成３１年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

（例）令和元年度に報告済の内容　→（元）

令和２年度に報告する内容　→（２）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

記入してください。

・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　〒１０１－８４３９
　　東京都千代田区一ツ橋２－１－２

ください。

（４） 管理運営組織

研究科長 任期満了に伴う交代
（平成３１年４月１日（元））

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

国立大学法人　一橋大学

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

一橋大学

　　東京都国立市中２－１

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

〒１８６－８６０１

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
区分ごとではありません）。

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
を追加してください。

・ 様式は、平成２８年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和２年度までの５年間）ですが、
完成年度を越えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
５年以上の場合には、欄を設けてください。）

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

記載してください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

経済学研究科

総合経済学専攻 3 22 66

（博士後期課程）

　博士（経済学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人

16 4 11 5 13 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ 2 ] [ 3 ] [ 6 ] [ 4 ] [ 3 ] [ － ]

16 4 11 5 13 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ 2 ] [ 3 ] [ 6 ] [ 4 ] [ 3 ] [ － ]

13 － 9 2 9 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ 2 ] [ － ] [ 5 ] [ 2 ] [ 2 ] [ － ]

13 － 8 2 9 －

( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － ) ( － )

[ 2 ] [ － ] [ 5 ] [ 2 ] [ 2 ] [ － ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

「－」を記入してください。

・ 転入学生は記入しないでください。

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

・ 「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

0.48倍

開設年度から報
告年度までの平
均入学定員超過

率

－

備　　考

0.4

22

(　 － 　)

[  　－　  ]

0.45

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

平成３０年度
平均入学定員
超 過 率

(　 － 　)

収容定員

・ 基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　考
学位又は学科

の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員

基礎となる学部等

経済学部

編入学定員

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

人

（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

・ 学生募集停止を予定している場合は、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。
・ 「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

経済学関係

年 人 年次 人

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和２年度令和元年度

22

(　 － 　)

0.59

[  　－　  ] [  　－　  ]

22

2



対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

13 － 8 2 9 －

[ 2 ] [ － ] [ 5 ] [ 2 ] [ 2 ] [ － ]

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

13 － 8 2

[ 2 ] [ － ] [ 5 ] [ 2 ]

（－） （－） （－） （－）

13 －

[ 2 ] [ － ]

（－） （－）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

・ 編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

・ 「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

令和２年度令和元年度
備 考

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

計

32

[　 2　 ] [　11  ][　 9　 ]

１年次

２年次

３年次

（　 －　 ）

23

（　 －　 ） （　 －　 ）

平成３０年度

13

3



　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

13 人 0 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

0 人 人 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

・ 各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

・ 内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

・ 在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

・ 「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

・就職 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除籍 ・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成２８年度】

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 13

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 23

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 32

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

平成３０年度

令和２年度 32 人 0

23

0 ％

= = 0 ％

0 ％=

=

=

=

人

合　　計

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

区　分

対象年度
うち留学生数

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

0人

人

4



必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3② 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3④ 2 1

1・2・3④ 2 1 1・2・3④ 2 1

1・2・3休 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③ 2 1

1・2・3① 2 2 1 1・2・3① 2 2

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1 1・2・3① 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③ 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

－ －

２　授業科目の概要

＜経済学研究科　総合経済学専攻　博士後期課程＞

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】 【令和２年度】

専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

上級政治経済学Ⅱ
上級政治経済学Ⅱ
（未開講）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数

経済体制特論 経済体制特論

経済システム論Ⅱ
経済システム論Ⅱ
（未開講）

ゲーム理論Ⅱ ゲーム理論Ⅱ（未開講）

専
門
科
目

上級理論経済学Ⅱ
（未開講）

数理経済学 数理経済学（未開講）

経済学史応用Ⅱ
経済学史応用Ⅱ
（未開講）

数理構造Ⅱ 数理構造Ⅱ

数理解析Ⅱ 数理解析Ⅱ

上級国際経済学Ⅱ 上級国際経済学Ⅱ

国際経済政策論Ⅱ
国際経済政策論Ⅱ
（未開講）

国際経済開発論Ⅱ
国際経済開発論Ⅱ
（未開講）

上級労働経済学Ⅱ 上級労働経済学Ⅱ

上級産業経済学Ⅱ
上級産業経済学Ⅱ
（未開講）

租税理論 租税理論（未開講）

公共支出論Ａ 公共支出論Ａ

公共支出論Ｂ 公共支出論Ｂ

金融経済論Ⅱ（資産価格
の実証分析）

医療経済学セミナー 医療経済学セミナー

医療経済分析 医療経済分析

上級環境経済学Ⅱ
上級環境経済学Ⅱ
（未開講）

上級資源経済学Ⅱ
上級資源経済学Ⅱ
（未開講）

上級技術経済学Ⅱ
上級技術経済学Ⅱ
（未開講）

上級現代経済論Ⅱ
上級現代経済論Ⅱ
（未開講）

経済社会空間論
経済社会空間論
（未開講）

経済立地論Ⅱ 経済立地論Ⅱ（未開講）

日本経済特論 日本経済特論（未開講）

東アジア経済特論
東アジア経済特論
（未開講）

南アジア経済特論
南アジア経済特論
（未開講）

西アジア経済特論
西アジア経済特論
（未開講）

西洋経済史 西洋経済史

東洋経済史 東洋経済史

日本経済史 日本経済史

地域経済各論（ロシア・
中東欧）

地域経済各論（ロシア・
中東欧）（未開講）

開発途上地域論
開発途上地域論
（未開講）

移行経済論 移行経済論

各国経済思潮Ａ 各国経済思潮Ａ

各国経済思潮Ｂ 各国経済思潮Ｂ

地域経済各論（日本）
地域経済各論（日本）
（未開講）

地域経済各論（アジア・
オセアニア）

地域経済各論（アジア・
オセアニア）（未開講）

地域経済各論（アフリ
カ・中近東）

地域経済各論（アフリ
カ・中近東）（未開講）

国際経済関係論
国際経済関係論
（未開講）

小計（50科目） 小計（49科目）

専
門
科
目

上級理論経済学Ⅱ

経済数学Ⅱ 経済数学Ⅱ（未開講）

比較統計システム論 比較統計システム論

開発情報システム論
開発情報システム論
（未開講）

比較経済思想 比較経済思想（未開講）

人的資源論 人的資源論（未開講）

国際経済機構論
国際経済機構論
（未開講）

地域経済各論（アメリ
カ）

地域経済各論（アメリ
カ）

地域経済各論（ヨーロッ
パ）

地域経済各論（ヨーロッ
パ）（未開講）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

－ －

1・2・3③・④ 2 35 10 14 1・2・3③・④ 2 35 13 13

1・2・3通 4 45 14 5 1・2・3通 4 41 19 8

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1通 6 45 14 5 1通 6 39 17 8

2通 6 45 14 5 2通 6 40 17 8

3通 6 45 14 5 3通 6 40 17 8

－ －

－ －

【認可時又は届出時】 【令和２年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
科
目

産業開発論

専
門
科
目

産業開発論（未開講）

開発金融論 開発金融論（未開講）

開発援助論 開発援助論（未開講）

開発と環境 開発と環境（未開講）

新興市場経済論
新興市場経済論
（未開講）

小計（5科目） 小計（5科目）

演
習
等

リサーチ・ワークショッ
プ

演
習
等

リサーチ・ワークショッ
プ

副ゼミナール 副ゼミナール

自主ゼミナール
自主ゼミナール
（未開講）

演習（１年） 演習（１年）

演習（２年） 演習（２年）

演習（３年） 演習（３年）

小計（6科目） 小計（6科目）

合計（61科目） 合計（60科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

３年以上在学し、20単位以上（演習18単位以上を含む。）を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。
ただし、在学期間に関しては、修士の学位を有する者であって、優れた研究業績を上げた者
については、特例として大学院に３年（修士課程等に２年以上在学し、当該課程を修了した
者にあっては、当該課程における在学期間を２年とみなす。）以上在学すれば足りるものと
することができる。

３年以上在学し、20単位以上（演習18単位以上を含む。）を修得し、かつ、必要な研究指導を
受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。
ただし、在学期間に関しては、修士の学位を有する者であって、優れた研究業績を上げた者
については、特例として大学院に３年（修士課程等に２年以上在学し、当該課程を修了した
者にあっては、当該課程における在学期間を２年とみなす。）以上在学すれば足りるものと
することができる。
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3② 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3② 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3④ 2 1 1・2・3④ 2 1

1・2・3休 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3① 2 1 2 1・2・3① 2 3

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3② 2 1 1・2・3① 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3① 2 1 1・2・3② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1・2・3③・④ 2 1 1・2・3③・④ 2 1

1・2・3① 2 1 1・2・3① 2 1

－ －

専
門
科
目

小計（54科目）

産業開発論（未開講）

開発金融論（未開講）

開発援助論（未開講）

開発と環境（未開講）

新興市場経済論
（未開講）

開発情報システム論
（未開講）

比較経済思想（未開講）

人的資源論

国際経済機構論
（未開講）
国際経済関係論
（未開講）

地域経済各論（アメリ
カ）
地域経済各論（ヨーロッ
パ）（未開講）
地域経済各論（ロシア・
中東欧）
開発途上地域論
（未開講）

移行経済論

比較統計システム論

日本経済史

各国経済思潮Ａ

各国経済思潮Ｂ

地域経済各論（日本）

地域経済各論（アジア・
オセアニア）（未開講）
地域経済各論（アフリ
カ・中近東）（未開講）

日本経済特論（未開講）

東アジア経済特論
（未開講）
南アジア経済特論
（未開講）
西アジア経済特論
（未開講）

西洋経済史

東洋経済史（未開講）

上級環境経済学Ⅱ
（未開講）
上級資源経済学Ⅱ
（未開講）
上級技術経済学Ⅱ
（未開講）
上級現代経済論Ⅱ
（未開講）
経済社会空間論
（未開講）

経済立地論Ⅱ（未開講）

租税理論（未開講）

公共支出論Ａ

公共支出論Ｂ

医療経済学セミナー

医療経済分析

数理解析Ⅱ（未開講）

上級国際経済学Ⅱ

国際経済政策論Ⅱ
（未開講）

国際経済開発論Ⅱ

上級労働経済学Ⅱ

上級産業経済学Ⅱ

上級理論経済学Ⅱ
（未開講）

数理経済学（未開講）

経済数学Ⅱ（未開講）

上級政治経済学Ⅱ
（未開講）

経済体制特論（未開講）

経済システム論Ⅱ
（未開講）

ゲーム理論Ⅱ（未開講）

経済学史応用Ⅱ
（未開講）

数理構造Ⅱ

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【平成３０年度】

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【令和元年度】

専
門
科
目

上級理論経済学Ⅱ
（未開講）

数理経済学（未開講）

経済数学Ⅱ（未開講）

上級政治経済学Ⅱ
（未開講）

経済体制特論

経済システム論Ⅱ
（未開講）

ゲーム理論Ⅱ（未開講）

経済学史応用Ⅱ
（未開講）

数理構造Ⅱ

数理解析Ⅱ（未開講）

上級国際経済学Ⅱ
（未開講）
国際経済政策論Ⅱ
（未開講）

国際経済開発論Ⅱ

上級労働経済学Ⅱ

上級産業経済学Ⅱ
（未開講）

租税理論（未開講）

公共支出論Ａ

公共支出論Ｂ

金融経済論Ⅱ（資産価格
の実証分析）

医療経済学セミナー

医療経済分析

上級環境経済学Ⅱ
（未開講）
上級資源経済学Ⅱ
（未開講）
上級技術経済学Ⅱ
（未開講）
上級現代経済論Ⅱ
（未開講）
経済社会空間論
（未開講）

経済立地論Ⅱ（未開講）

日本経済特論（未開講）

東アジア経済特論
（未開講）
南アジア経済特論
（未開講）
西アジア経済特論
（未開講）

西洋経済史

東洋経済史

日本経済史

各国経済思潮Ａ

各国経済思潮Ｂ

地域経済各論（日本）
（未開講）
地域経済各論（アジア・
オセアニア）（未開講）
地域経済各論（アフリ
カ・中近東）（未開講）
地域経済各論（アメリ
カ）
地域経済各論（ヨーロッ
パ）（未開講）
地域経済各論（ロシア・
中東欧）
開発途上地域論
（未開講）

移行経済論

比較統計システム論

開発情報システム論
（未開講）

比較経済思想（未開講）

人的資源論

国際経済機構論
（未開講）
国際経済関係論
（未開講）

産業開発論（未開講）

開発金融論（未開講）

開発援助論（未開講）

開発と環境（未開講）

新興市場経済論
（未開講）

小計（55科目）
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必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

必

修

選

択

自

由

教

授

准
教
授

講

師

助

教

助

手

1・2・3③・④ 2 35 13 10 1・2・3③・④ 2 34 13 10

1・2・3通 4 40 20 3 1・2・3通 4 42 18 5

1・2・3①・② 2 1 1・2・3①・② 2 1

1通 6 40 20 3 1通 6 41 16 4

2通 6 40 20 3 2通 6 41 16 4

3通 6 40 20 3 3通 6 41 16 4

－ －

－ －

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

演
習
等

リサーチ・ワークショッ
プ

副ゼミナール

自主ゼミナール
（未開講）

演習（１年）

演習（２年）

科目
区分

授業科目の名称
科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

演
習
等

リサーチ・ワークショッ
プ

副ゼミナール

自主ゼミナール
（未開講）

演習（１年）

演習（２年）

演習（３年）

小計（6科目）

演習（３年）

合計（61科目）

小計（6科目）

卒業要件及び履修方法

３年以上在学し、20単位以上（演習18単位以上を含む。）を修得し、かつ、必要な研究指導
を受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。
ただし、在学期間に関しては、修士の学位を有する者であって、優れた研究業績を上げた者
については、特例として大学院に３年（修士課程等に２年以上在学し、当該課程を修了した
者にあっては、当該課程における在学期間を２年とみなす。）以上在学すれば足りるものと
することができる。

合計（60科目）

卒業要件及び履修方法

３年以上在学し、20単位以上（演習18単位以上を含む。）を修得し、かつ、必要な研究指導を
受けた上、学位論文の審査及び最終試験に合格することとする。
ただし、在学期間に関しては、修士の学位を有する者であって、優れた研究業績を上げた者
については、特例として大学院に３年（修士課程等に２年以上在学し、当該課程を修了した
者にあっては、当該課程における在学期間を２年とみなす。）以上在学すれば足りるものと
することができる。
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【平成３０年度】

【令和元年度】

【令和２年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに，［　］内に，設置時の計画からの増減を
記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

・教育実施体制の見直しにより、「上級国際経済学Ⅱ」の専任教員等の配置について「兼１」から「教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「上級産業経済学Ⅱ」の専任教員等の配置について「講師１」から「教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「公共支出論Ａ」の専任教員等の配置について「教授２講師１」から「准教授３」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「医療経済分析」の専任教員等の配置について「教授１准教授１」から「准教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「移行経済論」の専任教員等の配置について「准教授１」から「教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「リサーチ・ワークショップ」の専任教員等の配置について「教授35准教授10講師14」から「教授34准教13講師10」
に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「副ゼミナール」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授42准教18講師５」に担当教員を
変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（１年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授41准教授16講師４」に担当教員
を変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（２年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授41准教授16講師４」に担当教員
を変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（３年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授41准教授16講師４」に担当教員
を変更

・カリキュラム編成上の見直しにより、「数理構造Ⅱ」の開講時期を「秋冬学期」から「夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「上級国際経済学Ⅱ」の開講時期を「休業期間」から「秋冬学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「上級労働経済学Ⅱ」の開講時期を「夏学期」から「春夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「医療経済分析」の開講時期を「春夏学期」から「春学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「移行経済論」の開講時期を「秋学期」から「夏学期」に変更

（２） 授業科目数

設置時の計画
必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由 計

備考

・カリキュラム編成上の見直しにより、「数理構造Ⅱ」の開講時期を「秋冬学期」から「夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「上級労働経済学Ⅱ」の開講時期を「夏学期」から「春夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「金融経済論Ⅱ（資産価格の実証分析）」の開講時期を「春夏学期」から「秋冬学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「東洋経済史」の開講時期を「春夏学期」から「秋冬学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「日本経済史」の開講時期を「秋冬学期」から「春夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「地域経済各論（ロシア・中東欧）」の開講時期を「春学期」から「夏学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「移行経済論」の開講時期を「秋学期」から「春学期」に変更
・カリキュラム編成上の見直しにより、「医療経済分析」の開講時期を「夏学期」から「春学期」に変更

・教育実施体制の見直しにより、「経済体制特論」の専任教員等の配置について「教授１」から「准教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「公共支出論Ａ」の専任教員等の配置について「教授２講師１」から「教授１准教授２」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「医療経済分析」の専任教員等の配置について「教授１准教授１」から「准教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「東洋経済史」の専任教員等の配置について「教授１」から「兼１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「日本経済史」の専任教員等の配置について「講師１」から「教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「移行経済論」の専任教員等の配置について「准教授１」から「教授１」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「リサーチ・ワークショップ」の専任教員等の配置について「教授35准教授10講師14」から「教授35准教授13講師
10」に担当教員を変更
・教育実施体制の見直しにより、「副ゼミナール」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授40准教授20講師３」に担当教員
を変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（１年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授40准教授20講師３」に担当教員
を変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（２年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授40准教授20講師３」に担当教員
を変更
・教育実施体制の見直しにより、「演習（３年）」の専任教員等の配置について「教授45准教授14講師５」から「教授40准教授20講師３」に担当教員
を変更

・教育実施体制の見直しにより、「上級労働経済学Ⅱ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「公共支出論Ａ」の専任教員等の配置を「教授２講師１」から「准教授２」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「東洋経済史」の専任教員等の配置を「教授１」から「准教授１」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「移行経済論」の専任教員等の配置を「准教授１」から「教授１」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「ﾘｻｰﾁ・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」の専任教員等の配置を「教授35准教授10講師14」から「教授35准教授13講師13」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「副ゼミナール」の専任教員等の配置を「教授45准教授14講師5」から「教授41准教授19講師8」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「演習（１年）」の専任教員等の配置を「教授45准教授14講師5」から「教授39准教授17講師8」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「演習（２年）」の専任教員等の配置を「教授45准教授14講師5」から「教授40准教授17講師8」に変更。
・教育実施体制の見直しにより、「演習（３年）」の専任教員等の配置を「教授45准教授14講師5」から「教授40准教授17講師8」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「上級国際経済学Ⅱ」の開講時期を「休講」から「夏学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「上級労働経済学Ⅱ」の開講時期を「夏学期」から「春夏学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「医療経済学セミナー」の開講時期を「秋冬学期」から「秋学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「東洋経済史」の開講時期を「春夏学期」から「秋冬学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「日本経済史」の開講時期を「秋冬学期」から「春夏学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「各国経済思潮Ｂ」の開講時期を「春夏学期」から「秋冬学期」に変更。
・カリキュラム編成上の見直しにより、「移行経済論」の開講時期を「秋学期」から「春学期」に変更。

変更状況

[ ] [　△1　] [ ] [　△1　]

3 58 0 61 3 57 0 60
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

1 上級理論経済学Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

2 数理経済学 2 1・2・3③・④ 専門 選択

3 経済数学Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

4 上級政治経済学Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

5 経済システム論Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

6 ゲーム理論Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

7 経済学史応用Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

8 国際経済政策論Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

9 国際経済開発論Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

10 上級産業経済学Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

11 租税理論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

12 上級環境経済学Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

13 上級資源経済学Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

14 上級技術経済学Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

15 上級現代経済論Ⅱ 2 1・2・3③・④ 専門 選択

16 経済社会空間論 2 1・2・3①・② 専門 選択

17 経済立地論Ⅱ 2 1・2・3①・② 専門 選択

18 日本経済特論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

19 東アジア経済特論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

20 南アジア経済特論 2 1・2・3①・② 専門 選択

21 西アジア経済特論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

隔年開講のため今年度未開講。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

担当教員が役員に就任し、科目を指導でき
る代替教員も不在であるため、未開講。代
替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

担当教員が役員に就任し、科目を指導でき
る代替教員も不在であるため、未開講。代
替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。
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22 地域経済各論（日本） 2 1・2・3③・④ 専門 選択

23
地域経済各論（アジ
ア・オセアニア）

2 1・2・3③・④ 専門 選択

24
地域経済各論（アフリ
カ・中近東）

2 1・2・3①・② 専門 選択

25
地域経済各論（アメリ
カ）

2 1・2・3①・② 専門 選択

26
地域経済各論（ヨー
ロッパ）

2 1・2・3①・② 専門 選択

27
地域経済各論（ロシ
ア・中東欧）

2 1・2・3① 専門 選択

28 開発途上地域論 2 1・2・3①・② 専門 選択

29 開発情報システム論 2 1・2・3①・② 専門 選択

30 比較経済思想 2 1・2・3③・④ 専門 選択

31 人的資源論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

32 国際経済機構論 2 1・2・3①・② 専門 選択

33 国際経済関係論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

34 産業開発論 2 1・2・3①・② 専門 選択

35 開発金融論 2 1・2・3③・④ 専門 選択

36 開発援助論 2 1・2・3①・② 専門 選択

37 開発と環境 2 1・2・3③・④ 専門 選択

38 新興市場経済論 2 1・2・3① 専門 選択

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

隔年開講のため今年度未開講。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

必修科目である演習指導への教員配置を優
先したため、未開講。代替措置なし。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

担当教員が役員に就任し、科目を指導でき
る代替教員も不在であるため、未開講。代
替措置なし。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

隔年開講のため今年度未開講。

退職した担当教員の配置ができなかったた
め、未開講。代替措置なし。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

学生が作成する学修プログラムの状況と授
業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘
案した結果、未開講とした。代替措置はな
し。

ください。

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１
金融経済論Ⅱ（資産価
格の実証分析）

2 1・2・3①・② 専門 選択

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

39

61

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

・ 「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
留意してください。

・未開講科目については、修得単位の実質化のもとで、学生が作成する学修プログラム（コア科目や必修
科目である演習指導等を含む）の状況と授業担当教員の専攻分野とのマッチングを勘案した結果、
学生の履修・研究　計画への実質的影響はないため、未開講とした。よって代替措置は不要とした。
隔年開講科目は、修業年限内に履修することが可能であり、学生への影響はない。

・学生にはシラバスやオリエンテーションにおいて周知した。

＝ 63.93 ％
未開講科目（３）と廃止科目（４）の計

設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）
＝

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（４） 廃止科目

・ 教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

カリキュラム編成上の見直しにより廃
止。令和元年度以降は、修士課程の
「計量ファイナンス特論Ｄ」として開
講する。

廃止の理由，代替措置の有無

・ 専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

ください。
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備考

校地等整理のため(元）

大学全体

を併せて提出してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

・ 国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

・ 運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

・ 「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和２年５月１日現在の数値を記入してください。

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

その理由及び報告年度「（２）」を「備考」に赤字で記入してください。

なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

・ 校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、

複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

学生納付金以外の維持方法の概要

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円
経費
の見
積り

区 分 開設年度 完成年度 区　　分

(７) 体　　育　　館
面 積 体育館以外のスポーツ施設の概要

研究科単位での特定不
能なため、大学全体の
数

5,950㎡
陸上競技場、ラグビー場、野球場、サッカー場、

テニスコート、ホッケー場、弓道場、空手道場、武道場　等

(６) 図　　書　　館

面 積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数
研究科単位での特定不
能なため、大学全体の
数
故障中の座席修理・書
架の増設のため（２）

21,952㎡
858
853

2,912,111
2,910,833

497
498

0

（2,755,754〔1,290,145〕）
（2,733,018〔1,280,571〕）

24,758〔14,414〕
24,771 〔14,418〕

25,165〔25,074〕
22,126　〔22,034〕

（552）
（555）

497
(498)

0

24,758〔14,414〕
24,771 〔14,418〕

25,165〔25,074〕
22,126　〔22,034〕

（552）
（555）

497
(498)

0

点

大学全体

2,755,754〔1,290,145〕
2,752,148〔1,286,367〕

24,758〔14,414〕
24,771 〔14,418〕

25,165〔25,074〕
22,126　〔22,034〕

552
565

497
498

0

（2,755,754〔1,290,145〕）
（2,733,018〔1,280,571〕）

機械・器具 標　　本

研究科単位での特定不
能なため、大学全体の
数

電子ジャーナルは、そ
の時点で利用可能なタ
イトル数であり、必ず
しも永続的に所蔵して
いるものではない。

購入・廃棄等のため
（２）

(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図
書
・
設
備

冊 種

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

〔うち外国書〕 点

計

2,755,754〔1,290,145〕
2,752,148〔1,286,367〕

24,758〔14,414〕
24,771 〔14,418〕

25,165〔25,074〕
22,126　〔22,034〕

552
565

点

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室 数

経済学研究科　総合経済学専攻 博士後期課程 80 室

研究科単位での特定不
能なため、大学全体の
数

教室等用途変更・整理
のため（２）

78室
80室

104室
103室

10室
2室

5室
4室

（補助職員　0人） （補助職員　1人）

㎡ ㎡
428,026㎡
431,321㎡

（ ㎡） （ ㎡）（ 167,584㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

(２) 校 舎

専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計

167,584㎡ ㎡ ㎡ 167,584㎡

（ 167,584㎡）

㎡ 159,147㎡

小 計 341,935㎡ ㎡ ㎡ 341,935㎡

大学全体
小平体育施設　自転車
移動30分

校

地

等

校 舎 敷 地 182,783㎡ ㎡ ㎡ 182,783㎡

運動場用地 159,147㎡ ㎡

そ　の　他
86,091㎡
89,386㎡

㎡ ㎡
86,091㎡
89,386㎡

合 計
428,026㎡
431,321㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区 分 内 容

(１) 区　　 分 専 用 共 用
共用する他の
学校等の専用

計
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

（学部）

商学部

　経営学科 4 137 － 548 学士
（商学）

1.06 1.05 － 昭和50 東京都国立市中2-1

　商学科 4 138 － 552 学士
（商学）

1.06 1.05 － 昭和50 東京都国立市中2-1

経済学部

　経済学科 4 275 － 1100 学士
（経済学）

1.04 1.08 － 平成10 東京都国立市中2-1

法学部

　法律学科 4 170 － 680 学士
（法学）

1.05 1.07 － 平成11 東京都国立市中2-1

社会学部

　社会学科 4 235 － 940 学士
（社会学）

1.08 1.08 － 平成12 東京都国立市中2-1

大学全体 － 955 － 3820 － － － － － －

（大学院）

経営管理研究科

 修士課程

　経営管理専攻 2 159 － 318
修士
（商学）
（経営）

1.04 1.06 － 平成30
東京都国立市中2-1
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

 専門職学位課程

　国際企業戦略専攻 2又は1 58 － 116 経営修士
（専門職）

0.96 － － 平成30
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

秋入学のみ実施

 博士後期課程

  経営管理専攻 3 26 － 78
博士
（商学）
（経営）

0.89 0.81 － 平成30
東京都国立市中2-1
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

  国際企業戦略専攻 3 4 － 12 博士
（経営）

1.00 － － 平成30
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

秋入学のみ実施

商学研究科

 修士課程

経営・マーケティング専攻 2 － － －
修士
（商学）
（経営）

－ － － 平成19 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　会計・金融専攻 2 － － －
修士
（商学）
（経営）

－ － － 平成19 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

 博士後期課程

経営・マーケティング専攻 3 － － － 博士
（商学）

－ － － 平成19 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　会計・金融専攻 3 － － － 博士
（商学）

－ － － 平成19 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　一　橋　大　学

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和2年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
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経済学研究科

 修士課程

  総合経済学専攻 2 82 － 164 修士
（経済学）

1.08 1.11 － 平成30
東京都国立市中2-1
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

経済理論・経済統計専攻 2 － － － 修士
（経済学）

－ － － 平成９ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　応用経済専攻 2 － － － 修士
（経済学）

－ － － 平成９ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　経済史・地域経済専攻 2 － － － 修士
（経済学）

－ － － 平成10 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　比較経済・地域開発専攻 2 － － － 修士
（経済学）

－ － － 平成７ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

 博士後期課程

  総合経済学専攻 3 22 － 66 博士
（経済学）

0.48 0.41 － 平成30
東京都国立市中2-1
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

経済理論・経済統計専攻 3 － － － 博士
（経済学）

－ － － 平成９ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　応用経済専攻 3 － － － 博士
（経済学）

－ － － 平成９ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　経済史・地域経済専攻 3 － － － 博士
（経済学）

－ － － 平成10 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

　比較経済・地域開発専攻 3 － － － 博士
（経済学）

－ － － 平成７ 東京都国立市中2-1 平成30年より学生募集停止

法学研究科

 修士課程

　法学・国際関係専攻 2 15 － 30 修士
（法学）

1.47 1.47 － 平成16 東京都国立市中2-1

　ビジネスロー専攻 2 36 － 72 修士
（経営法）

0.80 0.91 － 平成30
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

 専門職学位課程

　法務専攻 3 85 － 255 法務博士
（専門職）

1.05 1.02 － 平成16 東京都国立市中2-1

 博士後期課程

　法学・国際関係専攻 3 26 － 78 博士
（法学）

0.46 0.73 － 平成16 東京都国立市中2-1

　ビジネスロー専攻 3 12 － 36 博士
（経営法）

0.72 0.50 － 平成30
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

社会学研究科

 修士課程

  地球社会研究専攻 2 20 － 40 修士
（社会学）

0.88 0.8 － 平成９ 東京都国立市中2-1

  総合社会科学専攻 2 70 － 140 修士
（社会学）

0.87 0.95 － 平成12 東京都国立市中2-1

 博士後期課程

  地球社会研究専攻 3 6 － 18 博士
（社会学）

0.68 0.51 － 平成９ 東京都国立市中2-1

  総合社会科学専攻 3 35 － 105 博士
（社会学）

0.94 1 － 平成12 東京都国立市中2-1

言語社会研究科

 修士課程

  言語社会専攻 2 49 － 98 修士
（学術）

0.81 0.77 － 平成８ 東京都国立市中2-1

博士後期課程

  言語社会専攻 3 21 － 63 博士
（学術）

0.84 0.71 － 平成８ 東京都国立市中2-1

国際企業戦略研究科

 専門職学位課程

  経営・金融専攻 2又は1 － － － 経営修士
（専門職）

－ － － 平成15
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

平成30年より学生募集停止

 修士課程

  経営法務専攻 2 － － － 修士
（経営法）

－ － － 平成17
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

平成30年より学生募集停止

 博士後期課程

  経営・金融専攻 3 － － － 博士
（経営）

－ － － 平成11
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

平成30年より学生募集停止

  経営法務専攻 3 － － － 博士
（経営法）

－ － － 平成17
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

平成30年より学生募集停止
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国際・公共政策教育部

 専門職学位課程

  国際・公共政策専攻 2又は1 55 － 110

国際・行政
修士（専門

職）
公共経済修
士（専門

1.16 1.17 － 平成17
東京都国立市中2-1
東京都千代田区一ツ橋
2-1-2

大学院全体 － 781 － 1799 － － － － － －

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

（専攻科及び別科を除く）。

・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和２年度）から起算した修業年限に相当する期間の

入学定員超過率の平均を記載してください。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

記入してください。
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【認可時又は届出時】 【平成３０年度】 【令和元年度】 【令和２年度】

斉藤　誠
＜平成13年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

斉藤　誠
＜平成13年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年

上級国際経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

石倉　雅男
＜平成12年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

石倉　雅男
＜平成12年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

石倉　雅男
＜平成12年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年

教授

橋沼　克美
＜平成2年4月＞

文学修士

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

石川　城太
＜平成3年10月1日＞

経済学博士

石川　城太
＜平成3年10月1日＞

経済学博士

石川　城太
＜平成3年10月1日＞

経済学博士

武田　真彦
＜平成20年1月＞

経済学博士

専
教授

佐藤　宏
＜平成3年4月＞
博士（経済学）

専
教授

教授 専 教授 専 教授リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

橋沼　克美
＜平成2年4月＞

文学修士

専 教授

橋沼　克美
＜平成2年4月＞

文学修士

専

専

教授

渡邉　智之
＜平成17年4月1日＞

経済学博士

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

渡邉　智之
＜平成17年4月1日＞

経済学博士

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

教授

佐藤　宏
＜平成3年4月＞
博士（経済学）

専 教授 専

担当授業科目名

専
特任
教授

佐藤　宏
＜平成3年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専

奥田　英信
＜平成3年4月＞

経済学博士

５　教員組織の状況

＜経済学研究科　総合経済学専攻　博士後期課程＞

（１）ー① 担当教員表

専 教授 専 教授 専
特任
教授リサーチ・ワークショップ、

国際経済開発論Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ、
国際経済開発論Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショッ
プ、国際経済開発論Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

奥田　英信
＜平成3年4月＞
経済学博士

奥田　英信
＜平成3年4月＞
経済学博士

教授

渡邉　智之
＜平成17年4月1日＞

経済学博士

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　

専 教授

武田　真彦
＜平成20年1月＞

経済学博士

専 教授

武田　真彦
＜平成20年1月＞

経済学博士

副ゼミナール
演習（1年）

の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

佐藤　宏
＜平成3年4月＞
博士（経済学）

専 教授

石倉　雅男
＜平成12年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

石川　城太
＜平成3年10月1日＞

経済学博士

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

橋沼　克美
＜平成2年4月＞

文学修士

各国経済思潮A
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

渡邉　智之
＜平成17年4月1日＞

経済学博士

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

（注

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

古澤　泰治
＜平成15年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

井伊　雅子
＜平成16年4月＞博

士（経済学）

医療経済分析

専 教授

井伊　雅子
＜平成16年4月＞博

士（経済学）

専 教授

井伊　雅子
＜平成16年4月＞博

士（経済学）

専 教授

宇井　貴志
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

宇井　貴志
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

宇井　貴志
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

大月　康弘
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

大月　康弘
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

専 教授

大月　康弘
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

専 教授

山重　慎二
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

山重　慎二
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

専 教授

山重　慎二
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

岡室　博之
＜平成5年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

岡室　博之
＜平成5年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

上級産業経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専

教授
（研
究科
長）

岡室　博之
＜平成5年4月1日＞
博士（経済学）

専

教授
（研
究科
長）

専

教授
（研
究科
長）

岡田　羊祐
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

岡田　羊祐
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

専 教授

岡田　羊祐
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

専 教授

冨浦　英一
＜平成27年9月25日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

冨浦　英一
＜平成27年9月25日＞

博士（経済学）

専 教授

冨浦　英一
＜平成27年9月25日＞

博士（経済学）

教授

友部　謙一
＜平成29年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

日本経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

友部　謙一
＜平成29年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

友部　謙一
＜平成29年4月1日＞
博士（経済学）

専

専

教授
（研
究科
長）

岡田　羊祐
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

大月　康弘
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

冨浦　英一
＜平成27年9月25日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

岡室　博之
＜平成5年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

友部　謙一
＜平成29年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

宇井　貴志
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

山重　慎二
＜平成8年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

井伊　雅子
＜平成16年4月＞博

士（経済学）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 教授

加納　隆
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

加納　隆
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

加納　隆
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

佐藤　主光
＜平成11年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

佐藤　主光
＜平成11年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

佐藤　主光
＜平成11年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

黒住　英司
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

黒住　英司
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

専 教授

黒住　英司
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

専 教授

磯部　健志
＜平成29年4月1日＞

博士（理学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

磯部　健志
＜平成29年4月1日＞

博士（理学）

専 教授

磯部　健志
＜平成29年4月1日＞

博士（理学）

専 教授

西出　勝正
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

西出　勝正
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

西出　勝正
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

塩路　悦朗
＜平成18年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

塩路　悦朗
＜平成18年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

塩路　悦朗
＜平成18年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

中山　能力
＜平成25年4月1日＞
博士（数理科学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

数理構造Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

数理解析Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

中山　能力
＜平成25年4月1日＞
博士（数理科学）

専 教授

中山　能力
＜平成25年4月1日＞
博士（数理科学）

堀　雅博
＜平成30年8月1日＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

本田　敏雄
＜平成16年4月1日＞

博士（工学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

専 教授

本田　敏雄
＜平成16年4月1日＞

博士（工学）

専 教授

本田　敏雄
＜平成16年4月1日＞

博士（工学）

専 教授 専 教授

本田　敏雄
＜平成16年4月1日＞

博士（工学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

塩路　悦朗
＜平成18年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

佐藤　主光
＜平成11年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

黒住　英司
＜平成12年10月1日＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

磯部　健志
＜平成29年4月1日＞

博士（理学）

数理解析Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

西出　勝正
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

堀　雅博
＜平成30年8月1日＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

中山　能力
＜平成25年4月1日＞
博士（数理科学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

加納　隆
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 教授

渡部　敏明
＜平成18年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

渡部　敏明
＜平成18年4月＞
博士（経済学）

専 教授

渡部　敏明
＜平成18年4月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

佐藤　正広
＜昭和60年9月＞
博士（経済学）

専 教授

佐藤　正広
＜昭和60年9月＞
博士（経済学）

専 特任
教授

都留　康
＜昭和57年4月＞
博士（経済学）

人的資源論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

人的資源論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

人的資源論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
教授

都留　康
＜昭和57年4月＞
博士（経済学）

専 特任
教授

都留　康
＜昭和57年4月＞
博士（経済学）

専 教授

深尾　京司
＜昭和60年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

深尾　京司
＜昭和60年4月＞
博士（経済学）

専 教授

深尾　京司
＜昭和60年4月＞
博士（経済学）

専 教授

武岡　則男
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

武岡　則男
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

武岡　則男
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

津田　照久
＜平成23年4月1日＞
博士（数理科学）

数理解析Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

津田　照久
＜平成23年4月1日＞
博士（数理科学）

専 教授

津田　照久
＜平成23年4月1日＞
博士（数理科学）

専 教授

山本　庸平
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

山本　庸平
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 教授

山本　庸平
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専 特任
教授

深尾　京司
＜昭和60年4月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

武岡　則男
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

津田　照久
＜平成23年4月1日＞
博士（数理科学）

数理構造Ⅱ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

山本　庸平
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

渡部　敏明
＜平成18年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

西川　正郎
＜令和元年7月＞

経営学修士

リサーチ・ワークショップ

専 教授

関根　敏隆
＜令和２年８月予定＞

博士（経済学）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 教授

雲　和広
＜平成16年4月＞
博士（経済学）

地域経済各論（ロシア・中東
欧）
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）、演習（3年）

移行経済論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

地域経済各論（ロシア・中
東欧）
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）、演習（3年）

専 教授

雲　和広
＜平成16年4月＞
博士（経済学）

専 教授

雲　和広
＜平成16年4月＞
博士（経済学）

専 教授

森口　千晶
＜平成21年6月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

森口　千晶
＜平成21年6月＞
博士（経済学）

専 教授

森口　千晶
＜平成21年6月＞
博士（経済学）

専 教授

祝迫　得夫
＜平成23年4月＞
博士（経済学）

金融経済論Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

金融経済論Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

祝迫　得夫
＜平成23年4月＞
博士（経済学）

専 教授

祝迫　得夫
＜平成23年4月＞
博士（経済学）

専 教授

岩崎　一郎
＜平成14年1月＞
博士（経済学）

経済体制特論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

地域経済各論（ロシア・中東
欧）
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）、演習（3年）

移行経済論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

岩崎　一郎
＜平成14年1月＞
博士（経済学）

専 教授

岩崎　一郎
＜平成14年1月＞
博士（経済学）

専 教授

阿部　修人
＜平成12年6月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

地域経済各論（日本）
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

阿部　修人
＜平成12年6月＞
博士（経済学）

専 教授

阿部　修人
＜平成12年6月＞
博士（経済学）

専 教授

黒崎　卓
＜平成9年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

黒崎　卓
＜平成9年4月＞
博士（経済学）

専 教授

黒崎　卓
＜平成9年4月＞
博士（経済学）

専 教授

小塩　隆士
＜平成21年4月＞

博士（国際公共政策学＞

公共支出論Ｂ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ｂ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ｂ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

小塩　隆士
＜平成21年4月＞

博士（国際公共政策学＞

専 教授

小塩　隆士
＜平成21年4月＞

博士（国際公共政策学＞

専 教授

北村　行伸
＜平成11年4月＞
博士（経済学）

比較統計システム論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

比較統計システム論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

比較統計システム論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

北村　行伸
＜平成11年4月＞
博士（経済学）

専 教授

北村　行伸
＜平成11年4月＞
博士（経済学）

専 教授

後藤　玲子
＜平成25年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

後藤　玲子
＜平成25年4月＞
博士（経済学）

専 教授

後藤　玲子
＜平成25年4月＞
博士（経済学）

専 教授

黒崎　卓
＜平成9年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

小塩　隆士
＜平成21年4月＞

博士（国際公共政策学＞

公共支出論B
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

後藤　玲子
＜平成25年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

雲　和広
＜平成16年4月＞
博士（経済学）

移行経済論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

森口　千晶
＜平成21年6月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

祝迫　得夫
＜平成23年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

岩崎　一郎
＜平成14年1月＞
博士（経済学）

経済体制特論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

阿部　修人
＜平成12年6月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 教授

Debin Ma
＜令和元年7月＞

博士（経済学）

今村　和宏
＜平成19年4月＞

社会学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール

専
准教
授

今村　和宏
＜平成19年4月＞

社会学修士

専 教授

今村　和宏
＜平成19年4月＞

社会学修士

専
特任
教授

公共支出論Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

金子　能宏
＜平成28年8月＞
博士（経済学）

専 教授

森田　穂高
＜平成30年2月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

森田　穂高
＜平成30年2月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

植杉　威一郎
＜平成23年3月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ａ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ａ
リサーチ・ワークショップ

専 教授

植杉　威一郎
＜平成23年3月＞
博士（経済学）

専 教授

植杉　威一郎
＜平成23年3月＞
博士（経済学）

専 教授

服部　正純
＜平成27年8月＞
博士（経済学）

専 教授

服部　正純
＜平成27年8月＞
博士（経済学）

専
特任
教授

Wu Harry Xiaoying 
＜平成21年9月＞
博士（経済学）

専 教授

神林　龍
＜平成17年4月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

神林　龍
＜平成17年4月＞
博士（経済学）

専 教授

神林　龍
＜平成17年4月＞
博士（経済学）

専 教授

神林　龍
＜平成17年4月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

森田　穂高
＜平成30年2月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

Debin Ma
＜令和元年7月＞

博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

植杉　威一郎
＜平成23年3月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
特任
教授

今村　和宏
＜平成19年4月＞

社会学修士

副ゼミナール

専 教授

森川　正之
＜令和２年４月＞

博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 教授

Philip Maclelan 
＜平成25年4月＞

経済学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

Philip Maclelan 
＜平成25年4月＞

経済学修士

専
准教
授

中村　良太
＜平成28年10月＞
博士（経済学）

医療経済分析
医療経済学セミナー

医療経済分析
医療経済学セミナー
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

医療経済分析
医療経済学セミナー
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

中村　良太
＜平成28年10月＞
博士（経済学）

専
准教
授

中村　良太
＜平成28年10月＞
博士（経済学）

専
准教
授

竹内　幹
＜平成20年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

竹内　幹
＜平成20年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

竹内　幹
＜平成20年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

森　宜人
＜平成24年4月1日＞
博士（社会学）

西洋経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

西洋経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

西洋経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

森　宜人
＜平成24年4月1日＞
博士（社会学）

専
准教
授

森　宜人
＜平成24年4月1日＞
博士（社会学）

専
准教
授

南　裕子
＜平成16年4月1日＞
修士（社会学）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ｂ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

南　裕子
＜平成16年4月1日＞
修士（社会学）

専
准教
授

南　裕子
＜平成16年4月1日＞
修士（社会学）

専
准教
授

山下　英俊
＜平成16年4月1日＞

博士（学術）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

山下　英俊
＜平成16年4月1日＞

博士（学術）

専
准教
授

山下　英俊
＜平成16年4月1日＞

博士（学術）

専
准教
授

笹倉　一広
＜平成8年4月1日＞

文学修士

各国経済思潮Ｂ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ｂ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

笹倉　一広
＜平成8年4月1日＞

文学修士

専
准教
授

笹倉　一広
＜平成8年4月1日＞

文学修士

専
准教
授

桑名　陽一
＜平成6年10月1日＞
博士（統計学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

桑名　陽一
＜平成6年10月1日＞
博士（統計学）

専
准教
授

桑名　陽一
＜平成6年10月1日＞
博士（統計学）

榎本　武文
＜平成3年4月1日＞

文学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

各国経済思潮Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

専
准教
授

榎本　武文
＜平成3年4月1日＞

文学修士

専
准教
授

榎本　武文
＜平成3年4月1日＞

文学修士

専
准教
授

山下　英俊
＜平成16年4月1日＞

博士（学術）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

榎本　武文
＜平成3年4月1日＞

文学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

桑名　陽一
＜平成6年10月1日＞
博士（統計学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

笹倉　一広
＜平成8年4月1日＞

文学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 教授

Philip Maclelan 
＜平成25年4月＞

経済学修士

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

中村　良太
＜平成28年10月＞
博士（経済学）

医療経済分析
医療経済学セミナー
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

竹内　幹
＜平成20年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

森　宜人
＜平成24年4月1日＞
博士（社会学）

西洋経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

南　裕子
＜平成16年4月1日＞
修士（社会学）

各国経済思潮B
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

移行経済論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

経済体制論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

馬　欣欣
＜平成27年10月＞
修士（商学）

専
准教
授

馬　欣欣
＜平成27年10月＞
修士（商学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

白川　清美
＜平成27年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

白川　清美
＜平成27年4月＞
博士（工学）

専
准教
授

陣内　了
＜平成27年7月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

陣内　了
＜平成27年7月＞
博士（経済学）

専
准教
授

陣内　了
＜平成27年7月＞
博士（経済学）

専
准教
授

臼井　恵美子
＜平成26年4月＞
博士（経済学）

上級労働経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

上級労働経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

上級労働経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

臼井　恵美子
＜平成26年4月＞
博士（経済学）

専
准教
授

臼井　恵美子
＜平成26年4月＞
博士（経済学）

専
准教
授

有本　寛
＜平成27年4月＞
博士（農学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

有本　寛
＜平成27年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

有本　寛
＜平成27年4月＞
博士（農学）

専
准教
授

松下　幸敏
＜平成29年10月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

松下　幸敏
＜平成29年10月＞

博士（経済学）

専
准教
授

宇南山　卓
＜平成24年10月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

宇南山　卓
＜平成24年10月＞
博士（経済学）

専
准教
授

宇南山　卓
＜平成24年10月＞
博士（経済学）

専
准教
授

宇南山　卓
＜平成24年10月＞
博士（経済学）

比較統計システム論
リサーチ・ワークショップ

専
准教
授

藤嶋　翔太
＜令和元年9月＞

博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

マシュー・ノーラット
＜令和２年９月予定＞

博士（人文科学）

専
准教
授

陣内　了
＜平成27年7月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

臼井　恵美子
＜平成26年4月＞
博士（経済学）

上級労働経済学Ⅱ
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

有本　寛
＜平成27年4月＞
博士（農学）

リサーチ・ワークショップ

東洋経済史

専
准教
授

松下　幸敏
＜平成29年10月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

左三川　郁子
＜令和元年4月＞
博士（経済学）

公共支出論Ａ
副ゼミナール

専
准教
授

山本　裕一
＜令和元年6月予定＞

博士（経済学）

専
准教
授

専 講師

平田　大祐
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

平田　大祐
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 講師

平田　大祐
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

高久　玲音
＜令和元年4月＞
博士（商学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

手島　健介
＜平成31年1月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

本田　衞子
＜平成29年8月＞
修士（経営学）

専
准教
授

田中　雅行
＜令和元年4月＞

博士（図書館情報学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ

専
准教
授

専
准教
授

堤　雅彦
＜平成29年9月＞
修士（経済学）

公共支出論Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ａ

専
准教
授

堤　雅彦
＜平成29年9月＞
修士（経済学）

専
准教
授

本田　衞子
＜平成29年8月＞
修士（経営学）

公共支出論Ａ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

公共支出論Ａ
副ゼミナール

新興市場経済論
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

Paul Saumik 
＜平成28年4月＞
博士（経済学）

専
准教
授

左三川　郁子
＜令和元年4月＞
博士（経済学）

公共支出論A
副ゼミナール

専
准教
授

田中　雅行
＜令和元年4月＞

博士（図書館情報学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

手島　健介
＜平成31年1月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

山本　裕一
＜令和元年6月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

本田　衞子
＜平成29年8月＞
修士（経営学）

公共支出論A
副ゼミナール

専
准教
授

平田　大祐
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専
准教
授

高久　玲音
＜令和元年4月＞
博士（商学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

小島　健
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 講師

小島　健
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

山田　俊皓
＜平成27年3月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

山田　俊皓
＜平成27年3月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

山田　俊皓
＜平成27年3月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

川口　康平
＜平成27年7月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

横山　泉
＜平成25年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

横山　泉
＜平成25年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

横山　泉
＜平成25年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

森　啓明
＜平成28年3月1日＞
博士（経済学）

専 講師

森　啓明
＜平成28年3月1日＞
博士（経済学）

専 講師

杉田　洋一
＜平成27年6月8日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

杉田　洋一
＜平成27年6月8日＞
博士（経済学）

専 講師

杉田　洋一
＜平成27年6月8日＞
博士（経済学）

専 講師

高柳　友彦
＜平成22年4月1日＞
博士（経済学）

日本経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ

日本経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

高柳　友彦
＜平成22年4月1日＞
博士（経済学）

専 講師

高柳　友彦
＜平成22年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

真野　裕吉
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

真野　裕吉
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

真野　裕吉
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

専
准教
授

山田　俊皓
＜平成27年3月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専
准教
授

横山　泉
＜平成25年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

杉田　洋一
＜平成27年6月8日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

高柳　友彦
＜平成22年4月1日＞
博士（経済学）

日本経済史
リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

砂川　武貴
＜令和2年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専
准教
授

真野　裕吉
＜平成24年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 講師

菊地　信義
＜令和元年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

増田　一八
＜平成28年4月＞博
士（開発経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

増田　一八
＜平成28年4月＞博
士（開発経済学）

専 講師

増田　一八
＜平成28年4月＞博
士（開発経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

多鹿　智哉
＜平成29年4月＞
博士（経済学）

専 講師

多鹿　智哉
＜平成29年4月＞
博士（経済学）

専 講師

丸　健
＜平成27年8月＞
博士（農学）

専 講師

岡部　智人
＜平成27年8月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

岡部　智人
＜平成27年8月＞
博士（経済学）

専 講師

岡部　智人
＜平成27年8月＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

赤星　立
＜平成29年9月＞
博士（理学）

公共支出論Ａ

専 講師

三村　国雄
＜平成27年8月＞
修士（経済学）

専 講師

田中　万里
＜平成28年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ リサーチ・ワークショップ

専 講師

田中　万里
＜平成28年7月1日＞
博士（経済学）

専 講師

田中　万里
＜平成28年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

柳　貴英
＜平成28年4月1日＞
博士（経済学）

専 講師

田中　万里
＜平成28年7月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

菊地　信義
＜令和元年4月1日＞
博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

増田　一八
＜平成28年4月＞博
士（開発経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

専 講師

李　根雨
＜令和元年4月＞
博士（国際協力学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

高山　直樹
＜令和元年4月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

望月　政志
＜平成31年3月＞

博士（農学）

副ゼミナール

専 講師

専 講師

澤田　真行
＜令和元年７月＞

博士（経済学）

専 講師

高橋　秀典
＜平成31年1月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

横尾　秀史
＜令和元年4月＞

博士（経済学）

専 講師

望月　政志
＜平成31年3月＞

博士（農学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

李　根雨
＜令和元年4月＞
博士（国際協力学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

横尾　秀史
＜令和元年4月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ

専 講師

高山　直樹
＜令和元年4月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

澤田　真行
＜令和元年７月＞

博士（経済学）

リサーチ・ワークショップ
副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

高橋　悠太
＜令和２年4月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）

専 講師

石丸　翔也
＜令和２年７月予定＞

博士（経済学）

専 講師

中沢　伸彦
＜令和２年１０月予定＞

博士（経済学）
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氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・

職名

兼任　 兼任　

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

担当授業科目名担当授業科目名

兼任　

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

専任・専任・

職名

担当授業科目名

専任・

職名

氏　　名
（年　齢）

＜就任（予定）年月＞
保有学位等

兼担・

兼任　

の別　の別　 の別　 の別　

兼担・ 兼担・ 兼担・

担当授業科目名

西岡　修一郎
＜平成29年7月＞
博士（経済学）

兼担 講師

兼担 講師

長澤　栄治
＜平成30年9月＞

経済学士

東洋経済史

上級国際経済学Ⅱ

兼担 講師

笹原　彰
＜令和2年4月＞
博士（経済学）

上級国際経済学Ⅱ

専 講師

佐藤　進
＜令和２年4月＞
博士（経済学）

副ゼミナール
演習（1年）
演習（2年）
演習（3年）
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（１）ー②担当教員表に関する変更内容

（注）・  変更内容を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 不要な年度（平成３０年度開設であれば平成２９年度）の表は適宜削除してください。

【平成２９年度】
該当なし

・ 認可で設置された学部等の専任教員を変更する場合は、当該専任教員が授業を開始する前に必ず「専任教員採用等設置計画変更書」を提出し、

大学設置・学校法人審議会による教員資格審査（ＡＣ教員審査）を受けてください。ＡＣ教員審査を受けずに専任教員として授業等を担当することは出来ません。

・ 「専任教員採用等変更書（ＡＣ）」を提出し「可」の教員判定を受けている場合は「○年○月教員審査済」と記入してください。

なお、設置認可審査時に教員審査省略となっている場合は、「教員審査省略」と記入してください。

【平成３０年度】
・古澤教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・金子教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・Wu教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・川口講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・柳講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・三村講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・丸講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・多鹿講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・都留教授、定年延長により特任教授へ就任。
・平成２９年９月赤星講師就任。平成２９年５月教員審査済み。
・川口講師の退職に伴い、平成３１年１月高橋講師就任。平成３０年１２月教員審査済み。
・今村准教授、平成３１年２月に教授へ就任。
・斎藤教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・佐藤（正）教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・服部教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・馬准教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・白川准教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・Saumik准教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・森（啓）講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・小島講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・赤星講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・Saumik准教授退職に伴い、平成３１年１月手島准教授就任。平成３０年２月教員審査済み。
・平成３０年２月森田教授就任。平成２８年５月教員審査済み。
・平成２９年１０月松下准教授就任。平成２９年６月教員審査済み。
・平成２９年９月堤准教授就任。平成２９年７月教員審査済み。
・三村講師退職に伴い、平成２９年８月本田准教授就任。平成２９年７月教員審査済み。

【令和元年度】
・奥田教授、定年延長により特任教授へ就任。
・今村准教授、定年延長により特任教授へ就任。
・服部教授退職に伴い、令和元年４月左三川准教授就任。平成３０年１２月教員審査済み。
・白川准教授退職に伴い、令和元年４月田中（雅）准教授就任。平成３１年２月教員審査済み。
・令和元年４月高久准教授就任。平成３１年１月教員審査済み。
・令和元年４月横尾講師就任。平成３０年１２月教員審査済み。
・令和元年４月高山講師就任。平成３０年６月教員審査済み。
・丸講師退職に伴い、令和元年４月望月講師就任。平成３１年２月教員審査済み。
・馬准教授退職に伴い、令和元年４月李講師就任。平成３１年２月教員審査済み。
・柳講師退職に伴い、令和元年４月菊地講師就任。平成３１年１月教員審査済み。
・令和元年７月Ｍａ教授就任予定。
・令和元年６月山本（裕）准教授就任予定。

【令和２年度】
・佐藤（宏）教授、定年延長により特任教授へ就任。
・奥田特任教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・令和元年７月西川教授就任。令和元年６月教員審査済み。
・都留特任教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・深尾教授、定年延長により特任教授へ就任。
・北村教授退職に伴い、令和２年４月高橋（悠）講師就任。令和元年７月教員審査済み。
・令和２年４月森川教授就任。令和元年７月教員審査済み。
・令和元年９月藤嶋准教授就任。平成３１年２月教員審査済み。
・堤准教授退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・令和２年４月砂川武貴講師就任。令和元年１０月教員審査済み。
・岡部講師退職に伴い、令和２年４月佐藤（進）講師就任。令和元年１１月教員審査済み。
・高橋（秀）講師退職。他に担当教員がいるため支障はない。
・令和２年４月笹原非常勤講師採用。兼任教員へ追加。
・武田教授退職に伴い、令和２年８月関根教授就任予定。令和２年１月教員審査済み。
・令和２年９月ノーラット准教授就任予定。令和２年２月教員審査済み。
・令和２年７月石丸講師就任予定。令和２年４月教員審査済み。
・令和２年１０月中沢講師就任予定。令和２年４月教員審査済み。
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（注）・　大学院に専攻ごとに置くものとする教員の数について定める件（平成十一年九月十四日文部省告示第百七十五号）により

算出される教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

・専門職大学院の場合は、「研究指導教員」を「研究者教員」と、「研究指導補助教員」を「実務家教員」と修正して記入してください。

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

及び、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

教員数及び完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。

・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入

し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ） =
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ'）
設置時の計画（Ａ'）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－⑥　設置時の計画に対する助手充足率

=
0

= 0 ％
0

109.09

3.75

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
3

= ％
80

84

［+7］

計
（Ｂ）

80

計
（Ｄ）

81

［+4］

0

講　師 助　教
助手

（Ｄ'）

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

44 17 16 0 0
42 23

77

（77）

年齢構成

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長して
採用する教員数

3

名

准教授 講　師 助　教
助手

（Ｂ'）
教　授 准教授 講　師 助　教

助手
（Ａ'）

教　授
計

（Ａ）

（44） （17） （16） （0） （0）

15 0

計
（Ｃ）

（２） 専任教員数等

（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要研

究指導教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

　（２）－②　専任教員等数【大学院】

設　置　時　の　計　画 現在（報告時）の状況

6 4

名 名

完成年度時における
設置基準上の必要研
究指導補助教員数

3

名

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

77 0 0
80 0 0

（77） （0） （0）

63 3

歳 名

　（２）－③　年齢構成

定年規定の定める定
年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員のう
ち、定年を延長して
採用している教員数

教　授 准教授

24

［△1］ ［+7］ ［+1］ ［ 0 ］ ［ 0 ］ ［△3］ ［ 0 ］

43 24 17

0

［  +5  ］ ［　0　］

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

84
= ％

77

講　師 助　教
助手

（Ｃ'）
教　授 准教授

16 0 0

［+7］ ［0］ ［　0　］

0 0 41

82 0 0 79 0

研究指導教員
数

［　0　］ ［　+2　］ ［　0　］ ［　0　］

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数

研究指導教員
数

研究指導補助
教員数

講義のみ担当
の教員数
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時期

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

時期

R1.8

①

①

①

演習（1年） ①

必修

①

①

H30.3.31付け任期満了のため辞任（30）

①

Ｒ2.3.31付け任期満了のため辞任（2）5

2 教授 武田　真彦 ③

都留　康 R2.3

選択 人的資源論 ③

演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

教授

選択 リサーチ・ワークショップ ①

必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

選択 副ゼミナール

選択 副ゼミナール ①

H31.3.31付け任期満了のため辞任（元）
必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

8 教授 金子　能宏 Ｈ30.3

選択 公共支出論Ａ

選択 副ゼミナール

必修 演習（1年）

必修 演習（2年）

必修 演習（3年）

9 准教授 白川　清美 H31.3

7 教授 服部　正純 H30.7
選択 公共支出論Ａ ①

H30.7.31付け任期満了のため辞任（30）
選択 リサーチ・ワークショップ ①

①

H31.3.31付け他大学転出のため辞任(元）
必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

科目

1 教授 奥田　英信 R2.3

選択 リサーチ・ワークショップ ①

R2.3.31付け他大学へ転出のため辞任（2）

選択 国際経済開発論Ⅱ ①

必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

②の合計数（b）

0

0

自由自由 0

0
人

科目

0

0 自由自由

計 計計

0

0必修必修 0 科目

選択

③の合計数（c）

合計（Ｄ） 後任補充状況の集計（Ｅ）

職　位

後任補充状況 就任辞退（未就任）の理由担当予定科目

（３） 専任教員辞任等の理由

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）就任を辞退した教員数

0

0

0

0

番　号

①の合計数（a）

職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別

（３）－①　専任教員の就任辞退（未就任）の理由及び後任補充状況 ※ 該当なし

（注）・　認可時又は届出時以降、就任を辞退した全ての専任教員の就任辞退の理由を具体的に記入してください。

「就任辞退（未就任）の理由」に就任辞退の理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

番　号

科目

後任補充状況

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに就任を辞退した場合、赤字にて記入するとともに、

専任教員氏名

選択 副ゼミナール ①

4

　（３）－②　専任教員辞任の理由及び後任補充状況

0

必修・選択・自由の別 辞任等の理由

教授 佐藤　正広 H31.3

選択 副ゼミナール

・ 「就任辞退（未就任）」とは、認可又は届出時に就任予定としながら、実際には就任しなかった教員のことです。

就任した後に辞任した教員は、以下「（３）－②専任教員辞任の理由及び後任補充状況」に記入してください。

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

教授 古澤　泰治 Ｈ30.3

選択 リサーチ・ワークショップ ①

H30.3.31付け他大学転出のため辞任（30）

選択 副ゼミナール ①

必修 演習（1年）

担当予定科目

必修 演習（3年） ①

0
選択

必修 0

選択

必修

選択

①

必修 演習（2年） ①

R1.8.7付け一身上の都合により辞任（元）

3 教授 斉藤　誠 H31.3

選択 リサーチ・ワークショップ ①

H31.3.31付け他大学転出のため辞任（元）

選択 副ゼミナール ①

必修

6

0
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R1.7

H31.3

H29.7

H31.3

H30.8

H30.8

H29.6

R2.3

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－③　上記（３）－①　・　（３）－②　の合計

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

　（３）－④　設置時の計画に対する教員辞任率

（３）－③合計（Ｄ）+（Ｆ）
（２）－②設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

科目 科目 科目

①

①

選択

R2.3.31付け他大学転出のため辞任（2）

必修 演習（1年） ①

12 准教授 堤　雅彦 選択 公共支出論Ａ ①

選択 リサーチ・ワークショップ ①

選択 副ゼミナール ①

19 講師 高橋　秀典 選択 リサーチ・ワークショップ

R1.7.8付け他大学転出のため辞任（元）

H31.3.31付け他大学転出のため辞任（元）

選択 リサーチ・ワークショップ ①

選択 副ゼミナール ①

必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年） ①

0

R2.3.31付け63歳で定年退職（２）

必修 演習（2年） ①

H29.6.30付け出向元帰庁のため辞任（29）

15 講師 小島　健

①

①

①

①

①の合計数（a）

岡部　智人

18 講師 三村　国雄 選択 公共支出論Ａ

17 講師 赤星　立 選択 リサーチ・ワークショップ H30.8.30付け他大学転出のため辞任（元）

H31.3.31付け任期満了のため辞任（31）

14 講師 川口　康平 選択 リサーチ・ワークショップ ① H29.7.31付け他大学転出のため辞任（29）

リサーチ・ワークショップ ① H31.3.31付け任期満了のため辞任（元）

16 講師 柳　貴英 選択 リサーチ・ワークショップ ① H30.8.31付け他大学転出のため辞任（元）

13 講師 森　啓明 選択 リサーチ・ワークショップ

11 准教授 Paul Saumik Ｈ29.11

選択 副ゼミナール ①

H29.11.30付け転職のため辞任（29）
必修 演習（1年） ①

必修 演習（2年） ①

必修 演習（3年）

10 准教授 馬　欣欣 H31.3

選択 経済体制論

0 自由 0

必修

選択

自由

科目 必修 30

後任補充状況の集計（Ｇ）合計（Ｆ）

①の合計数（a） ②の合計数（b）

後任補充状況の集計（Ｅ）＋（Ｇ）

0

選択 28 選択

・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

58 計

必修 0

計 1

合計（Ｄ）＋（Ｆ）

辞任等した教員数

「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

（注）・　一度就任した後に、定年による退職以外の理由で辞任した全ての専任教員についてに記入してください。

0
28 選択

必修

1
自由 0

計 59 科目 計 58 計 0

②の合計数（b）

自由

30

0 選択 1

0自由

0

0

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

59 科目 計

29 科目

③の合計数（c）

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、

30

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

辞任した教員数

20 人

必修 30 科目 必修

計

0 選択
必修

科目 選択 1

③の合計数（c）

20 人

計

0 科目

①

20

必修

担当科目数の合計（a）+（b）+（c）

必修

必修

講師 R2.3.31付け他大学転出のため辞任（2）

演習（2年） ①

R2.3

演習（3年）

①

自由 0
選択 29

　（３）－⑤　定年により退職した専任教員に対する後任補充状況

番　号 職　位 専任教員氏名 必修・選択・自由の別 担当予定科目 後任補充状況 辞任等の理由

= = 25.97 ％
20
77

自由 0 科目 自由

合計 後任補充状況の集計
担当科目数の合計（a）+（b）+（c） ①の合計数（a） ②の合計数（b） ③の合計数（c）辞任した教員数

必修 演習（3年） ①

１ 教授 北村　行伸

選択 比較統計システム論 ①
選択 リサーチ・ワークショップ ①
選択 副ゼミナール ①
必修 演習（1年）

・専任教員が担当する（している）場合は「①」
・兼任兼担教員が担当する（している）場合は「②」
・後任未定、科目廃止など、上記「①」「②」以外の場合は「③」

計 0

（注）・　定年により退職した全ての専任教員についてに記入してください。
・ 昨年度の報告後から今年度の報告時までに専任教員が新たに辞任等した場合、赤字にて記入するとともに、「辞任等の理由」

に辞任理由等及び（　）書きで報告年度を記入してください。

1
0 自由 0

計 6 科目 計 6 計 0
自由 0

・ また、担当予定であった科目の後任補充の状況について、各科目ごとに状況を以下「①」～「③」から選択し、
「後任補充理由」の欄にその数字を記載してください。

科目 自由 0 自由
人

3 必修 0 必修 0
選択 3 科目 選択 3
必修 3 科目 必修

選択 0 選択 0
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

学生への周知は，シラバス等で周知を行った。担当科目については，他の専任教員が担当するため，学生への影響は少ない。

（注）・　上記（３）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する大学の所見、学生への周知方法、
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区 分
今後の

の実施計画

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等　　※該当なし

附　帯　事　項　等
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　教授会にて教員へ状況報告

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　授業担当教員による授業運営や学習状況について報告

・ 授業方法について研究会

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　全教員を対象としたＦＤを年２回開催。

　ｃ　委員会の審議事項等

　授業方法について

② 実施状況

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　教授会参加者がそのまま出席

７　その他全般的事項

＜経済学研究科　総合経済学専攻　博士後期課程＞

（１） 設置計画変更事項等 ※該当なし

① 実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　設置していない

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

　ａ　実施内容

・ 新任教員のための研修会　等

　ａ　実施の有無及び実施時期

　有、年４回

　ｂ　実施方法

　教授会終了後に開催
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　（委員に変更がある場合は、その内容と各区分を踏まえた委員構成であることを説明してください。

　併せて、別途委員名簿を変更内容が分かるよう加筆の上、提出してください。）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項 ※該当なし

※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

② 審議状況

　ａ　審議した内容

　b　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への見直し状況

　c　教育課程連携協議会が審議した内容を踏まえた大学での教育課程への反映状況

① 体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（回数や開催日など）

　ｃ　委員会の審議事項等

　ｄ　その他
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※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔　 　有　 ・ 無 　〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔　 　〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫

　いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　含めて記入してください。

③ 認証評価を受ける計画

・令和３年度に評価機関（大学改革支援・学位授与機構）の評価を受けるべく、検討中

　ｃ　公表方法　 　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

・２年ごとに作成・公表

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

○ 設置計画履行状況報告書（令和２年度）

　ｂ　公表方法

・自己点検・評価報告書を刊行し、大学ホームページ上に公開

　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

本研究科の教育研究活動の一層の発展を図ることを目的としている。

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

研究科全体および各教員の教育・研究活動や社会貢献活動の近況をまとめ，その内容を自己点検することにより，

（４） 自己点検・評価等に関する事項

41


	全体の注意事項
	表紙（事前伺い）
	目次
	１(1)-(4)
	１(5)-①-③
	１(5)-④-⑤
	2(1)-(2)
	2(3)-(6)
	３
	4 
	５(1)-①
	５(1)-②
	５(2)【大学院用】
	5(3)-(4)
	6
	７



